
別紙様式 

 

 

１ 実施体制 

２ 事業内容 

開催期間 令和４年９月４日～令和４年１１月２７日 

参加者数等 定員    ３０名 応募者数    ３５名 

 参加者数 ４年 １９名 修了者数 ４年 １９名 

  ５年  ８名  ５年  ８名 

  ６年  ７名  ６年  ７名 

３ 実施内容 

１日目 
開催日時 ９月４日（日） 

１４：００～１６：００ 

 

 

 

 

 

 

  

は
て
な
学 

会場 日本工業大学 

講義名 「動物の１０倍速く動く！植物の

筋肉？」 

講師 日本工業大学教授 佐野 健一 氏 

２日目 
開催日時 １０月１６日（日） 

１０：００～１２：００ 

 

 

 

 

 

 

  

は
て
な
学 

会場 笠原小学校 

講義名 お家でヒーロー！お洗濯お手伝い

セミナー 

講師 クリーニングコンドウ 近藤 隆 氏 

 

３日目 
開催日時 １１月１３日（日） 

１３：３０～１５：３０ 

 

 

 

 

 

 

  

は
て
な
学 

会場 日本工業大学 

講義名 SDGsたんけんたい 

～エコキャンパスツアーへしゅっ

ぱつ！～ 

講師 日本工業大学 学生環境推進委員会 

 

子ども大学みやしろ 
学長 大澤 正久（日本工業大学基幹工学部教授） 

副学長 - 

子ども大学みやしろ実行委員会 

実行委員長 瀧ヶ崎 隆司（日本工業大学共通教育学群教授） 

実行委員 

（関係団体） 

日本工業大学・宮代町教育委員会 

令和４年度 子ども大学みやしろ 

電子顕微鏡の使用 

アイロン実習 

自家発電体験 
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４日目 
開催日時 １１月２７日（日） 

１３：３０～１５：３０ 

 

 

 

 

 

 

  

は
て
な
学 

会場 日本工業大学 

講義名 光の謎 

講師 日本工業大学教授 大澤 正久 氏 

 

４ 新型コロナウイルス感染症対策（工夫した点や苦慮した点など） 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参加者の声 

参
加
し
た
子
供
の
声
（
感
想
） 

・学校で教わらないことを学べたことがよかった。 

・初めて見るものにたくさん触れられた。 

・子ども大学に参加して、たくさんのことを知り、体験などをして、不思議なことも見つけた

りできた。不思議なことを調べて、自分の知識をもっと増やそうと思った。 

・他の学校の子といっしょに学べて、楽しかったです。新しい友達もできて、中学での楽しみ

が増えました。 

・顕微鏡を使った実験がとても楽しかったので、次に参加するときは植物関係をやりたい。 

・日工大の四角いモニュメントの中に入るのが夢で、入れてよかった。太陽光発電機だったの

がびっくりした。 

保
護
者
の
声
（
感
想
） 

・他の小学校の知り合いができ、交流できて楽しく参加していました。また機会がありました

ら参加させたいです。 

・生活に関する講義（洗濯の会）は帰ってきてから話してくれ、洗濯にも興味を持って、手伝

ってくれるようになりました。いろいろなことに興味が持てる内容で、また機会があったら

参加させたいと思いました。 

・小学校では経験できない内容の講義を、実際の大学の講義室や実験室等で学ぶことができ、

大変有意義な時間を過ごせたようです。来年度も参加したい、日本工業大学に入学したいと

本人も話していて、知的好奇心を刺激され、親子で将来のことについて話す、いいきっかけ

にもなりました。楽しい企画をありがとうございました。 

 

 

 

光るキーホルダー作り 

・従来より定員減 

・保護者見学は基本的に不可 

・座席指定 

・従来、保護者サポーター（受付補助）を募集していたが、募集なし 


